
選 考 結 果 総 括 表 
 

府省庁名 防衛省  

 

役職 

現任者 任命予定者 

選考経過 
氏名 年齢 

当初就任 

年月日 
前職 氏名 年齢 現(前)職 

(独)駐留軍等

労働者労務管

理機構 

 

理事長 廣瀨 行成 65 R4.4.1 ホテルグランドヒル市

ヶ谷館長 

（防衛省防衛研究所

長） 

[OB] 

青木健至 60 防衛省人事教育局長 

[OB] 

 
応募総数 45 名 

↓ 
書類選考 

    ↓（3 名） 
面接 

     ↓（3 名) 
優先順位を付した情報
を踏まえ、任命権者が

選任 
 

※ 公務員ＯＢ該当者は、現任者及び任命予定者の「現（前）職」欄に[OB]と記載すること。 





 

（独）駐留軍等労働者労務管理機構理事長選任理由 

 

 本法人の使命は、在日米軍が求める労働力の確保を通じて、日米

の安全保障体制の強化に寄与することにより我が国ひいてはその周

辺地域の平和と安全の維持に貢献することにある。 

 そうした組織にあって、本ポストには、そのミッションとして、

本法人を代表し、法人全体の業務を総理するとともに、防衛大臣が

指示する年度目標を達成するための事業計画を策定し、その業務を

確実に実施することが求められる。 

 本件公募に対しては、４５人の応募があり、選考委員会による書

類選考で３人に絞られた候補者について、選考委員会が面接を行っ

た上で、各候補者に対する評価を任命権者である防衛大臣に提示し、

これに基づき防衛大臣が青木健至氏を選任したところである。 

 選任理由は、青木氏が安全保障や駐留軍等労働者の特殊性につい

て深い知見を有しており、マネジメント経験も豊富なことなど職務

内容書で必要とされる能力、経験が十分あり、かつ、高い使命感を

持つことなどが選考委員会による書類選考及び面接を通じて、高く

評価されたことによるものである。特に、同人は、これまでに培っ

た組織の管理能力などを活かして業務に取り組む強い意欲を有して

おり、防衛大臣もそうした能力と意欲の発揮により、役職員一丸と

なって年度目標の達成に向けて邁進することを大いに期待している

ところである。 



 

選考委員会の属性について 

 

【防衛省】 

 

・独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構 

 

選考委員会のメンバーの属性は以下のとおり 

   ・大学教授    １名 

   ・独法理事長   １名 

   ・弁護士     １名 

                

    計       ３名 

 


